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(57)【要約】
　再伝送資源割り当てを指示する半永久的資源割り当て
メッセージを利用して再伝送資源を割り当てるための無
線通信システムのデータ再伝送資源割り当て方法及び装
置が提供される。前記方法は、端末で半永久的資源割り
当てメッセージを受信し、前記半永久的資源割り当てメ
ッセージに含まれている用途情報を基盤にして前記半永
久的資源割り当てメッセージが再伝送資源割り当てまた
は半永久的資源割り当てを指示しているかを判断し、前
記半永久的資源割り当てメッセージが再伝送資源割り当
てを指示していれば、前記半永久的資源割り当てメッセ
ージに含まれている資源割り当て情報を基盤にして再伝
送動作を実行することを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムのための再伝送資源割り当て方法において、
　端末で半永久的資源割り当てメッセージを受信し、
　前記半永久的資源割り当てメッセージに含まれている用途情報を基盤にして前記半永久
的資源割り当てメッセージが再伝送資源割り当てまたは半永久的資源割り当てを指示して
いるかを判断し、
　前記半永久的資源割り当てメッセージが再伝送資源割り当てを指示していれば、前記半
永久的資源割り当てメッセージに含まれている資源割り当て情報を基盤にして再伝送動作
を実行することを含む前記再伝送資源割り当て方法。
【請求項２】
　前記半永久的資源割り当てメッセージが半永久的資源割り当てを指示する場合、前記半
永久的資源割り当てメッセージに含まれている資源割り当てメッセージによって指示され
る資源を半永久的資源として使用することをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載
の前記再伝送資源割り当て方法。
【請求項３】
　前記用途情報は、前記半永久的資源割り当てメッセージの新規データ指示子（ＮｅｗＤ
ａｔａ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、ＮＤＩ）フィールドの値であることを特徴とする請求項１
に記載の前記再伝送資源割り当て方法。
【請求項４】
　半永久的資源割り当てメッセージが再伝送資源割り当てを指示するか、それとも半永久
的資源割り当てを指示するかを判断することは、前記ＮＤＩフィールドの値が１に設定さ
れていれば、前記半永久的資源割り当てメッセージが再伝送資源割り当てを指示するもの
と判断することを含むことを特徴とする請求項３に記載の前記再伝送資源割り当て方法。
【請求項５】
　半永久的資源割り当てメッセージが再伝送資源割り当てを指示するか、それとも半永久
的資源割り当てを指示するかを判断することは、前記ＮＤＩフィールドの値が０に設定さ
れていれば、前記半永久的伝資源割り当てメッセージが半永久的資源割り当てを指示する
ものと判断することを含むことを特徴とする請求項３に記載の前記再伝送資源割り当て方
法。
【請求項６】
　半永久的資源割り当てメッセージを受信することは、
　受信されたメッセージに対して前記端末の半永久的スケジューリングセル無線網臨時指
示子（Ｓｅｍｉ－Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｃｅｌｌ　Ｒａｄｉｏ
　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ、ＳＰＳＣ－ＲＮＴＩ）
を利用して周期的冗長検査（ＣＲＣ）を行い、
　受信されたメッセージがＣＲＣを通過すれば、受信されたメッセージを半永久的資源割
り当てメッセージとして判断することを含むことを特徴とする請求項１に記載の前記再伝
送資源割り当て方法。
【請求項７】
　無線通信システムのための再伝送資源割り当て方法において、
　基地局で端末に対して半永久的資源または再伝送資源を割り当て、
　半永久的資源割り当てまたは再伝送資源割り当てを指示する用途情報を含む半永久的資
源割り当てメッセージを生成し、
　前記端末の半永久的スケジューリングセル無線網臨時指示子（Ｓｅｍｉ－Ｐｅｒｓｉｓ
ｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｃｅｌｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏ
ｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ、ＳＰＳＣ－ＲＮＴＩ）を利用して周期的冗長検査（Ｃ
ＲＣ）コードを生成し、
　前記半永久的資源割り当てメッセージに前記ＣＲＣコードを付加し、
　前記半永久的資源割り当てメッセージを前記端末に伝送することを含む前記再伝送資源
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割り当て方法。
【請求項８】
　前記用途情報は、前記半永久的資源割り当てメッセージの新規データ指示子（ＮｅｗＤ
ａｔａ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、ＮＤＩ）フィールドの値であることを特徴とする請求項７
に記載の前記再伝送資源割り当て方法。
【請求項９】
　半永久的資源割り当てメッセージを生成することは、前記半永久的資源割り当てメッセ
ージが半永久的資源割り当てを指示する場合、前記ＮＤＩフィールドを０に設定すること
を含むことを特徴とする請求項８に記載の前記再伝送資源割り当て方法。
【請求項１０】
　半永久的資源割り当てメッセージを生成することは、前記半永久的資源割り当てメッセ
ージが再伝送資源割り当てを指示する場合、前記ＮＤＩフィールドを１に設定することを
含むことを特徴とする請求項８に記載の前記再伝送資源割り当て方法。
【請求項１１】
　移動端末の再伝送装置において、
　データを受信するための送受信部と、
　前記データに対して周期的冗長検査（ＣＲＣ）を行い、前記データが移動端末に伝送さ
れる半永久的資源割り当てメッセージであるかを判断するために、前記端末の半永久的ス
ケジューリング識別子を利用する物理下向き制御チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎ
ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ、ＰＤＣＣＨ）処理部と、
　前記データが前記移動端末に伝送される前記半永久的資源割り当てメッセージである場
合、前記半永久的資源割り当てメッセージの用途情報が半永久的資源割り当てを指示する
かまたは再伝送資源を指示するかを判断し、前記半永久的資源割り当てメッセージが再伝
送資源割り当てを指示する場合、前記半永久的資源割り当てメッセージに含まれた資源割
り当て情報によって再伝送動作を行う半永久的資源制御機と、を含む前記再伝送装置。
【請求項１２】
　前記半永久的資源制御機は、前記半永久的資源割り当てメッセージが半永久的資源割り
当てを指示する場合、前記半永久的資源割り当てメッセージによって指示される資源を前
記移動端末のための半永久的資源として登録することを特徴とする請求項１１に記載の前
記再伝送装置。
【請求項１３】
　前記用途情報は、前記半永久的資源割り当てメッセージの新規データ指示子（ＮｅｗＤ
ａｔａ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、ＮＤＩ）フィールドの値であることを特徴とする請求項１
１に記載の前記再伝送装置。
【請求項１４】
　前記半永久的資源制御機は、前記ＮＤＩフィールドの値が０に設定された場合、前記半
永久的資源割り当てメッセージが半永久的資源割り当てを指示するものと判断することを
特徴とする請求項１３に記載の前記再伝送装置。
【請求項１５】
　前記半永久的資源制御機は、前記ＮＤＩフィールドの値が１に設定された場合、前記半
永久的資源割り当てメッセージが再伝送資源割り当てを指示することと判断することを特
徴とする請求項１３に記載の前記再伝送装置。
【請求項１６】
　基地局の資源割り当て装置において、
　半永久的資源を利用して半永久的スケジューリングまたは初期伝送の再伝送のために移
動端末に資源を割り当てるスケジューラと、
　用途情報を有する半永久的資源割り当てメッセージを生成する資源割り当てメッセージ
生成器と、
　前記資源割り当てメッセージ生成器を制御し、前記半永久的資源割り当てメッセージの
用途によって前記用途情報を設定する半永久的資源制御機と、
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　前記半永久的資源制御機の制御下に前記移動端末に半永久的資源割り当てメッセージを
伝送する送受信部と、を含む前記資源割り当て装置。
【請求項１７】
　前記用途情報は、前記半永久的資源割り当てメッセージの新規データ指示子（ＮｅｗＤ
ａｔａ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、ＮＤＩ）フィールドの値であることを特徴とする請求項１
６に記載の前記資源割り当て装置。
【請求項１８】
　前記半永久的資源制御機は、前記資源割り当てメッセージ生成器を制御し、前記半永久
的資源割り当てメッセージの用途が再伝送資源割り当てを指示するためのものである場合
、前記ＮＤＩフィールドを１に設定することを特徴とする請求項１７に記載の前記資源割
り当て装置。
【請求項１９】
　前記半永久的資源制御機は、前記資源割り当てメッセージ生成器を制御し、前記半永久
的資源割り当てメッセージの用途が半永久的資源割り当てを指示するためのものである場
合、前記ＮＤＩフィールドを０に設定することを特徴とする請求項１７に記載の前記資源
割り当て装置。
【請求項２０】
　前記半永久的資源制御機は、前記資源割り当てメッセージ生成器を制御し、前記端末の
半永久的スケジューリングセル無線網臨時指示子（Ｓｅｍｉ－Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓ
ｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｃｅｌｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉ
ｄｅｎｔｉｆｉｅｒ、ＳＰＳＣ－ＲＮＴＩ）を利用して算出された周期的冗長検査（ＣＲ
Ｃ）を前記半永久的資源割り当てメッセージに付加することを特徴とする請求項１６に記
載の前記資源割り当て装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関し、特に、再伝送資源割り当てを指示する半永久的資
源割り当てメッセージを利用して再伝送資源を割り当てるための無線通信システムのデー
タ再伝送資源割り当て方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
　Ｓｅｒｖｉｃｅ）システムは、ヨーロッパ式移動通信システムであるＧＳＭ（Ｇｌｏｂ
ａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）とＧＰＲ
Ｓ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ）を基盤として広帯
域（Ｗｉｄｅｂａｎｄ）符号分割多重接続（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐ
ｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ、以下、ＣＤＭＡという）を使用する第３世代非同期移動通信システ
ムである。
【０００３】
　現在、ＵＭＴＳ標準化を担当している３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａ
ｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）では、ＵＭＴＳシステムの次世代移動通信システ
ムとしてＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）に対する論議が進行中にあ
る。ＬＴＥは、最大１００Ｍｂｐｓ程度の伝送速度を有する高速パケット基盤通信を具現
する技術であって、２０１０年頃に商用化することを目標にしている。このために、様々
な方案が論議されているが、例えば、ネットワークの構造を簡単にして、通信路上に位置
するノードの数を低減する方案や、無線プロトコルを最大限無線チャネルに近接させる方
案などが論議中にある。
【０００４】
　特に、ＬＴＥは、パケット当たりスケジューリングを通じて資源を割り当て、割り当て
られた資源によって通信を行う場合、スケジューリングを要請する情報及び伝送資源割り
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当て情報などが伝送され、制御情報による過度なトラフィックが発生することができる。
したがって、半永久的に持続的な伝送資源を割り当てる半永久的伝送資源割り当て技法（
ＳＰＳ、ｓｅｍｉ　ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）を利用する。また、
ＬＴＥは、最初伝送したパケットに対する再伝送を支援する。これは、ＡＲＱ（Ａｕｔｏ
ｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）またはＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉｄ－Ａｕｔｏ
ｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔｒｅ　ｒｅｑｕｅｓｔ）を通じて行われる。
【０００５】
　一般的な伝送資源の場合、パケットを最初伝送する場合及びパケットを再伝送する場合
を含み、パケットを伝送する毎に伝送されるパケットの伝送資源を通知する“一般的な伝
送資源割り当てメッセージ”が伝送される。一方、半永久的伝送資源は、所定のサイズの
伝送資源（例えば、１以上のリソースブロック）が所定の周期で伝送資源に割り当てられ
、携帯端末機１００は、割り当てられた周期で当該半永久的伝送資源を通じてパケットを
受信する。このような理由で、割り当てられた半永久的伝送資源を通じてパケットを伝送
する場合に、基地局２００は、半永久的伝送資源割り当てメッセージを伝送しない。
【０００６】
　このような理由で、半永久的伝送資源の場合には、最近受信したパケットに対する状態
を保存する値を利用して、別に伝送資源割り当てがない最初伝送パケットに対して再伝送
可否を区分するが、これは、端末の複雑度を増加させる。特に、半永久的伝送資源割り当
てメッセージを予想外の理由によって受信しないか、または受信を失敗した場合に、後続
に受信される半永久的伝送資源割り当てメッセージが、半永久的伝送資源の割り当て（ま
たは再割り当て）のためのメッセージであるか、あるいは、半永久的伝送資源を通じて伝
送したパケットの再伝送による資源割り当てのためのメッセージであるかを区分すること
ができない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　前述したような従来技術の問題点及び／または短所を解決するために、本発明は、再伝
送資源割り当てと半永久的資源割り当てを区分して指示するための半永久的資源割り当て
メッセージを利用して再伝送資源を割り当てる無線通信のための再伝送資源割り当てを提
供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一実施例によれば、無線通信システムの再伝送資源割り当て方法が提供される
。前記方法は、端末で半永久的資源割り当てメッセージを受信し；前記半永久的資源割り
当てメッセージに含まれている用途情報を基盤にして前記半永久的資源割り当てメッセー
ジが再伝送資源割り当てまたは半永久的資源割り当てを指示しているかを判断し；前記半
永久的資源割り当てメッセージが再伝送資源割り当てを指示していれば、前記半永久的資
源割り当てメッセージに含まれている資源割り当て情報を基盤にして再伝送動作を実行す
ることを含む。
【０００９】
　また、本発明の他の実施例によれば、無線通信システムの再伝送資源割り当て方法が提
供される。前記方法は、基地局で端末に対して半永久的資源または再伝送資源を割り当て
；半永久的資源割り当てまたは再伝送資源割り当てを指示する用途情報を含む半永久的資
源割り当てメッセージを生成し；前記端末の半永久的スケジューリングセル無線網臨時指
示子（Ｓｅｍｉ－Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｃｅｌｌ　Ｒａｄｉｏ
　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ、ＳＰＳＣ－ＲＮＴＩ）
を利用して周期的冗長検査（ＣＲＣ）コードを生成し；前記半永久的資源割り当てメッセ
ージに前記ＣＲＣコードを付加し；前記半永久的資源割り当てメッセージを前記端末に伝
送することを含む。
【００１０】
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　また、本発明のさらに他の実施例によれば、移動端末の再伝送装置が提供される。前記
装置は、データを受信するための送受信部と；前記データに対して周期的冗長検査（ＣＲ
Ｃ）を行い、前記データが移動端末に伝送される半永久的資源割り当てメッセージである
かを判断するために、前記端末の半永久的スケジューリング識別子を利用する物理下向き
制御チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ
、ＰＤＣＣＨ）処理部と；前記データが前記移動端末に伝送される前記半永久的資源割り
当てメッセージである場合、前記半永久的資源割り当てメッセージの用途情報が半永久的
資源割り当てを指示するかまたは再伝送資源を指示するかを判断し、前記半永久的資源割
り当てメッセージが再伝送資源割り当てを指示する場合、前記半永久的資源割り当てメッ
セージに含まれた資源割り当て情報によって再伝送動作を行う半永久的資源制御機と；を
含む。
【００１１】
　また、本発明のさらに他の実施例によれば、基地局の資源割り当て装置が提供される。
前記装置は、半永久的資源を利用して半永久的スケジューリングまたは初期伝送の再伝送
のために移動端末に資源を割り当てるスケジューラと；用途情報を有する半永久的資源割
り当てメッセージを生成する資源割り当てメッセージ生成器と；前記資源割り当てメッセ
ージ生成器を制御し、前記半永久的資源割り当てメッセージの用途によって前記用途情報
を設定する半永久的資源制御機と；前記半永久的資源制御機の制御下に前記移動端末に半
永久的資源割り当てメッセージを伝送する送受信部と；を含む。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、半永久的伝送資源割り当てメッセージに半永久的伝送資源割り当て用
であるか、または、パケットの再伝送による資源割り当て用であるかを通知する用途情報
を含んで伝送することによって、半永久的伝送資源の再伝送の信頼性を向上させることが
できる。また、携帯端末機がパケットの状態を別に保存しなくても、パケットの再伝送に
よる資源割り当て可否を確認することができ、端末の複雑度を軽減することができる。
【００１３】
　添付の図面を参照した以下の詳細な説明を通じて本発明の上記目的及び他の目的、特徴
及び長所がさらに明確になるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施例が適用されるＬＴＥ構造を示す概略図である。
【図２】図１のＬＴＥ構造で使用されるユーザ平面プロトコルスタックを示す図である。
【図３】本発明の実施例による資源割り当て方法で使用される半永久的資源割り当てメッ
セージフォーマットを示す図である。
【図４】本発明の好ましい実施例による無線通信の資源割り当て方法を利用した下向きデ
ータ伝送を説明するための概念図である。
【図５】本発明の一実施例による資源割り当て方法の半永久的資源割り当て手続を示す流
れ図である。
【図６】本発明の一実施例による資源割り当て方法の再伝送資源割り当て手続を示す流れ
図である。
【図７】本発明の実施例による資源割り当て方法の資源割り当てメッセージ区分手続を示
す図である。
【図８】本発明の実施例による携帯端末機の構成を説明するための図である。
【図９】本発明の実施例による基地局の構成を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、添付の図面を参照しながら本発明の好ましい実施例を詳しく説明する。なお、添
付の図面で、同一の構成要素は、できるだけ同一の符号で示している。また、本発明の要
旨を不明瞭にすることができる公知機能及び構成に対する詳細な説明は省略する。
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【００１６】
　図１は、本発明の実施例が適用されるＬＴＥ構造を示す概略図である。
【００１７】
　図１を参照すれば、本発明の実施例による無線通信システムにおいて、無線アクセスネ
ットワーク（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：以下、Ｅ－
ＲＡＮという）１１０、１１２は、ＥＮＢ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）１２０、１
２２、１２４、１２６、１２８とＥＧＧＳＮ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｇａｔｅｗａｙ　ＧＰＲ
Ｓ　Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｎｏｄｅ）１３０、１３２の２ノード構造よりなる。ここで、ＧＰ
ＲＳは、Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅの略語である。
【００１８】
　ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）１０１は、Ｅ－ＲＡＮ１１０、１１２によって
ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）ネットワーク１１４に接続する。ＥＮＢ１
２０、１２２、１２４、１２６、１２８は、既存のＮｏｄｅ　Ｂに対応するノードであっ
て、ＵＥ１０１と無線チャネルで連結される。既存のＮｏｄｅ　Ｂとは異なって、ＥＮＢ
１２０、１２２、１２４、１２６、１２８は、さらに複雑な役目を行う。次世代無線通信
システムは、ＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ＩＰ）のようなリアルタイムサービスを
含めたすべてのユーザトラフィックが共用チャネル（ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）を
通じてサービスされる。このような理由で、ＵＥ１０１の状況情報をまとめてスケジュー
リングする装置が必要であり、ＥＮＢ１２０、１２２、１２４、１２６、１２８が前記ス
ケジューリングを担当する。１つのＥＮＢ（１２０、１２２、１２４、１２６、１２８の
うち１つ）は、多数のセルを制御する。最大１００Ｍｂｐｓの伝送速度を具現するために
、無線通信システムは、２０ＭＨｚ帯域幅で直交周波数分割多重方式（Ｏｒｔｈｏｇｏｎ
ａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ、以下、ＯＦ
ＤＭという）を無線接続技術として使用する。また、ＵＥ１０１のチャネル状態に合わせ
て変調方式（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ｓｃｈｅｍｅ）とチャネルコーディング率（ｃｈａ
ｎｎｅｌ　ｃｏｄｉｎｇ　ｒａｔｅ）を決定する適応変調コーディング（Ａｄａｐｔｉｖ
ｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　＆　Ｃｏｄｉｎｇ、以下、ＡＭＣという）方式を適用するこ
とができる。
【００１９】
　以下、“基地局”という用語が図１でＥ－ＲＡＮ（ＥＮＢ１２０と１２２及びＥＧＧＳ
Ｎ１３０）を含むＥ－ＲＡＮ１１０によって表される“Ｅ－ＲＡＮ”とともに使用される
。（ｅＮＢ１２６と１２８及びＥＧＧＳＮ１３２を含む）前記Ｅ－ＲＡＮ１１２も基地局
と呼ばれ、“移動端末”という用語は、図１でＵＥ１０１で表される用語“ＵＥ”と重複
して使用される。
【００２０】
　以下、図１のＬＴＥ構造で使用されるプロトコルスタックを説明する。図２は、図１の
ＬＴＥ構造で使用されるユーザ平面プロトコルスタックを示す図である。
【００２１】
　図２に示されたように、前記移動端末１００は、ＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　
Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）階層２０５、無線リンク制御（Ｒａｄｉｏ
　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ、以下、ＲＬＣという）階層２１０、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ
　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層２１５、及び物理階層（ＰＨＹ、Ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ）２２０で構成されるプロトコルスタックを有する。前記基地局も、ＰＤＣＰ階層２４
０、ＲＬＣ階層２３５、ＭＡＣ階層２３０及びＰＨＹ階層２２５で構成されるプロトコル
スタックを有する。
【００２２】
　ＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）２
０５、２４０階層は、ＩＰヘッダー圧縮／復元などの動作を担当する。ＲＬＣ階層２１０
、２３５は、ＰＤＣＰ　ＰＤＵ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ、以下、特定のプロ
トコル階層装置で出力されるパケットを前記プロトコルのＰＤＵと称する）を適切なサイ
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ズに再構成し、ＡＲＱ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）、ＨＡＲ
Ｑ（Ｈｙｂｒｉｄ－Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）動作などを行
う。
【００２３】
　ＭＡＣ２１５、２３０は、一端末に構成された様々なＲＬＣ階層装置と連結される。こ
のようなＭＡＣ２１５、２３０は、ＲＬＣ階層装置で各々出力される様々なＲＬＣ　ＰＤ
ＵをＭＡＣＰＤＵに多重化（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）し、ＭＡＣ　ＰＤＵからＲＬＣ
　ＰＤＵを逆多重化（ｄｅｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）する動作を行う。
【００２４】
　物理階層２２０、２２５は、上位階層データをチャネルコーディング及び変調し、ＯＦ
ＤＭシンボルに作って無線チャネルを通じて伝送するか、または無線チャネルを通じて受
信したシンボルを復調し、チャネルデコーディングし、上位階層に伝達する動作を行う。
【００２５】
　ＬＴＥシステムでは、ＨＡＲＱを利用してデータの信頼性を高める。ここで、送信側は
、携帯端末機１００及び基地局２００のうちいずれか一方になることができる。また、受
信側は、携帯端末機１００及び基地局２００のうち送信側の反対になることができる。送
信側が特定パケット（例えば、ＭＡＣ　ＰＤＵ）を伝送した場合、このようなパケットの
受信に失敗した場合、受信側では、ＮＡＣＫ（ｎｏｎ－ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ）を伝送
し、ＮＣＡＫを受信した送信側では、当該パケット（ＭＡＣ－ＰＤＵ）を再伝送する。こ
れにより、受信側は、再伝送したパケットを受信し、当該パケットを既に受信したパケッ
トと軟性結合し、データの信頼性を高める。
【００２６】
　本発明の一実施例による無線通信システムにおいて、すべてのサービスをＩＰ基盤また
はパケット基盤に提供することができる。例えば、音声通話の場合にも、回線交換の代わ
りに、パケット交換方式でサービスされることができる。特に、ＶｏＩＰトラフィックは
、サイズが小さいパケットが一定の周期をもって持続的に発生する特徴を有する。例えば
、１２．２ｋｂｐｓＡＭＲコーデックモードで動作するＶｏＩＰサービスでは、３５バイ
ト程度のサイズを有するパケットが２０ｍｓｅｃごとに発生する。１つのＶｏＩＰパケッ
トを一般的なスケジューリング方式で支援しようとすれば、パケットが発生する度にスケ
ジューリングを要請する情報と逆方向（ＵＰ　ＬＩＮＫ）伝送資源割り当て情報などが伝
送されなければならない。
【００２７】
　基地局２００は、半永久的伝送資源（ｓｅｍｉ　ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　ｒｅｓｏｕｒ
ｃｅｓ）を携帯端末機１００に割り当てることによって、スケジューリング要請情報及び
伝送資源割り当て情報などのトラフィックを減少させることができる。このような半永久
的伝送資源を利用したパケット受信は、割り当てられた周期によって一定のサイズのデー
タを割り当てられた資源を利用して送信または受信する。このような技法を半永久的伝送
資源割り当て技法（ＳＰＳ、ｓｅｍｉ　ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ　ｓ
ｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）と言う。
【００２８】
　一方、一般的な伝送資源の場合、前述したようなＨＡＲＱのような動作を行うために、
パケットを伝送する度に伝送されるパケットの伝送資源を通知する“一般的な伝送資源割
り当てメッセージ”が伝送される。一方、半永久的伝送資源は、所定サイズの伝送資源（
例えば、１つ以上のリソースブロック）が所定周期で割り当てられる。したがって、携帯
端末機１００は、割り当てられた周期の半永久的伝送資源を通じてパケットを受信する。
このような理由で、基地局は、パケットの再伝送時には、再伝送パケットに対する伝送資
源を割り当てるが、割り当てられた半永久的伝送資源を通じてパケットを最初伝送する場
合、基地局２００は、別に半永久的伝送資源割り当てメッセージを伝送する必要がない。
【００２９】
　この時、携帯端末機１００が半永久的伝送資源割り当てメッセージを予期外の理由に起
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因して受信しないか、または受信を失敗した場合に、後続に受信される半永久的伝送資源
割り当てメッセージが、半永久的伝送資源の割り当て（または再割り当て）用であるか、
あるいは、半永久的伝送資源を通じて最初に伝送したパケットの再伝送のための資源割り
当て用であるか、その用途を区分することができない。
【００３０】
　本発明の実施例によれば、半永久的伝送資源割り当てメッセージの用途を区分すること
ができるようにする。以下では、本発明の実施例による半永久的伝送資源割り当てメッセ
ージについて説明する。図３は、本発明の実施例による資源割り当て方法で使用される半
永久的資源割り当てメッセージフォーマットを示す図である。
【００３１】
　図３を参照すれば、本発明の実施例による半永久的伝送資源割り当てメッセージは、資
源ブロック割り当て（ＲＢ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ）３０５、変調／チャネルコーディン
グ（ＭＣＳ、Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ）３１０、ＮＤＩ（Ｎｅｗ　
Ｄａｔａ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）３１５及びＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃ
ｙ　Ｃｈｅｃｋｉｎｇ）フィールド３３５を備えて構成される。ここで、参照符号３３０
は、前述したフィールド以外の他のフィールドを意味し、“ＨＡＲＱ　ｐｒｏｃｅｓｓ　
ｎｕｍｂｅｒ”などが含まれることができる。発明の要旨を不明瞭にしないために、その
詳細な説明を省略する。　
【００３２】
　資源ブロック（ＲＢ）割り当てフィールド３０５は、携帯端末機１００が使用する伝送
資源の量と位置を示す情報である。単位伝送資源は、１ｍｓｅｃ長さと所定の帯域幅で構
成されるリソースブロック（ＲＢ、Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）であり、前記資源ブ
ロック割り当てフィールド３０５を通じて少なくとも１つのリソースブロックが割り当て
られる。このように、割り当てられた少なくとも１つのリソースブロックを“伝送資源”
と言う。
【００３３】
　変調／チャネルコーディングフィールド３１０は、伝送するデータに適用する変調方式
とチャネルコーディング率を指示するフィールドである。変調／チャネルコーディングフ
ィールド３１０は、５ビットの情報である。このような５ビットを構成するコードポイン
トは、変調方式とチャネルコーディング率の組み合わせよりなる。例えば、変調／チャネ
ルコーディングフィールド３１０は、ＱＰＳＫ変調と０．１１チャネルコーディング率の
組み合わせを指示するコードポイントから６４ＱＡＭ変調と０．９５チャネルコーディン
グ率の組み合わせを指示するコードポイントまで３２個のコードポイントを指示すること
ができる。
【００３４】
　ＮＤＩフィールド３１５は、１ビットの値であり、当該メッセージが半永久的伝送資源
割り当てメッセージであるか、または、伝送（または受信）失敗したパケットの再伝送を
示すメッセージであるかを区分するための値を収納する。例えば、本発明の実施例では、
ＮＤＩフィールド３１５の値が“０”の場合、半永久的伝送資源の割り当て用であり、Ｎ
ＤＩフィールド３１５の値が“１”の場合、半永久的伝送資源を通じて最初伝送したパケ
ットの再伝送のための資源割り当て用であることを示す。
【００３５】
　このように、ＮＤＩフィールド３１５には、当該メッセージが半永久的伝送資源割り当
て用であるか、または再伝送資源割り当て用であるかを区分するための用途情報が収納さ
れる。したがって、ＮＤＩフィールド３１５の値は、半永久的伝送資源割り当てメッセー
ジが、半永久的伝送資源割り当て用メッセージであるか、あるいは再伝送資源割り当て用
メッセージであるかを区分するために使用される。
【００３６】
　前述したように、ＮＤＩフィールド３１５に設定される値は、フラグ値であり、このよ
うなフラグ値が“０”の場合、半永久的伝送資源割り当てに使用され、“１”の場合、再
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伝送資源割り当てに使用されることを示す“用途情報”である。本発明の実施例では、こ
のような用途情報を記述するフィールドを限定し、その値を定義して説明するが、これに
限定されるものではない。また、説明の便宜のために、ＮＤＩフィールド３１５に収納さ
れる値または情報を“用途情報”と混用して使用する。
【００３７】
　ＣＲＣフィールド３３５には、伝送資源割り当てメッセージに収納された情報と半永久
的伝送資源割り当て用識別子（ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ、ＳＰＳ　Ｃｅｌｌ　Ｒａｄｉｏ　
Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）に対するＣＲＣ演算結果が収
納される。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、当該メッセージが携帯端末機１００自身に来た半永
久資源割り当てメッセージであるかを区分するためのものである。また、ＳＰＳ　Ｃ－Ｒ
ＮＴＩは、一般及び半永久的伝送資源割り当てメッセージを区分するためのものである。
一般伝送資源割り当てメッセージには、Ｃ－ＲＮＴＩが使用されることができる。
【００３８】
　基地局２００は、携帯端末機１００に伝送資源割り当てのために伝送資源割り当てメッ
セージを伝送することができる。この時、伝送資源割り当てメッセージは、“半永久的伝
送資源割り当てメッセージ”と“一般的な伝送資源割り当てメッセージ”とに区分するこ
とができる。携帯端末機１００に半永久的伝送資源割り当てメッセージを伝送する場合、
当該携帯端末機１００が自分に伝送される半永久的伝送資源割り当てメッセージであるこ
とを区分するためにＣＲＣ演算を使用する。
【００３９】
　さらに詳細には、一般的な伝送資源割り当てメッセージ及び半永久的伝送資源割り当て
メッセージを区分するために、各々Ｃ－ＲＮＴＩ及びＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを利用して区
分する。Ｃ－ＲＮＴＩは、一般的な伝送資源割り当てメッセージに使用され、ＳＰＳ　Ｃ
－ＲＮＴＩは、半永久的伝送資源割り当てメッセージに使用される。また、ＳＰＳ　Ｃ－
ＲＮＴＩは、特定の携帯端末機１００を識別するための値を有する。したがって、基地局
２００は、特定の携帯端末機１００を識別するためのＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを携帯端末機
１００との呼設定時に当該携帯端末機１００に伝送する。
【００４０】
　基地局２００が当該携帯端末機１００に半永久的伝送資源割り当てメッセージを伝送す
る場合、半永久的伝送資源割り当てメッセージにＳＰＳ Ｃ－ＲＮＴＩをマスキングし、
ＣＲＣ演算を行う。その後、演算結果をＣＲＣフィールド３３５に含ませて伝送する。
【００４１】
　このような半永久的伝送資源割り当てメッセージを受信した携帯端末機１００は、受信
した半永久的伝送資源割り当てメッセージに呼設定時に受信したＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを
マスキングし、ＣＲＣを行う。この時、ＣＲＣ結果、受信した半永久的伝送資源割り当て
メッセージに含まれたＣＲＣ結果と一致すれば、携帯端末機１００は、受信した半永久的
伝送資源割り当てメッセージが自分に受信された半永久的伝送資源割り当てメッセージで
あることを確認することができる。これを“ＣＲＣ成功”と称する。
【００４２】
　一方、特定のメッセージを受信した後、当該メッセージにＣ－ＲＮＴＩをマスキングし
、ＣＲＣを成功すれば、当該メッセージは、一般的な伝送資源割り当て用メッセージにな
る。
【００４３】
　前述したような半永久的伝送資源メッセージを利用した再伝送資源割り当て方法につい
て説明する。図４は、本発明の好ましい実施例による無線通信の資源割り当て方法を利用
した下向きデータ伝送を説明するための概念図である。
【００４４】
　図４にＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ）及びＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）を示した。ＰＤＣＣＨを通じて基地局２００が半永久的伝送資源割り当てメッ
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セージを伝送すれば、携帯端末機１００は、当該半永久的伝送資源割り当てメッセージを
解釈し、半永久的伝送資源を割り当てられる。割り当てられた半永久的伝送資源によって
、携帯端末機１００は、基地局２００がＰＤＳＣＨを通じて伝送するパケットを受信する
。
【００４５】
　参照符号４０５、４１５及び４３０は、半永久的伝送資源割り当てメッセージであり、
参照符号４１０、４２０、４２５及び４３５は、パケットを示す。
【００４６】
　基地局２００は、携帯端末機１００に半永久的伝送資源を割り当てるために、任意の時
点に半永久的伝送資源割り当てメッセージ４０５を伝送する。
【００４７】
　この時、基地局２００は、半永久的伝送資源割り当てメッセージ４０５のＣＲＣフィー
ルド３３５にＣＲＣ演算結果を収納する。この時、ＣＲＣは、半永久的伝送資源割り当て
用識別子ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを利用して行う。また、基地局２００は、ＮＤＩフィール
ド３１５には、半永久的伝送資源割り当てメッセージを指示する値である“０”を記述し
て伝送する。
【００４８】
　携帯端末機１００は、このような半永久的伝送資源割り当てメッセージ４０５を受信し
、ＮＤＩフィールドの値“０”を通じて半永久的伝送資源割り当て用であることを認知す
る。前記メッセージ４０５に収納された情報によって半永久的伝送資源を割り当てられ、
割り当てられた半永久的伝送資源を通じて所定の周期ごとに最初伝送パケット４１０、４
２５を受信する。
【００４９】
　携帯端末機１００は、パケットを受信する度に当該パケットのエラーを検出するための
ＣＲＣを行い、最初伝送パケット４１０のＣＲＣ結果、エラーが発生したと仮定する。す
ると、携帯端末機１００は、基地局２００にＨＡＲＱ　ＮＡＣＫを伝送する。
【００５０】
　ＨＡＲＱ　ＮＡＣＫを受信した基地局２００が半永久的伝送資源を通じて既伝送のパケ
ット４１０に対して再伝送を行う場合、基地局２００は、半永久的伝送資源割り当てメッ
セージ４１５のＣＲＣフィールド３３５にＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを利用して行われたＣＲ
Ｃ演算結果を収納し、ＮＤＩフィールド３１５には、半永久的伝送資源を通じて伝送した
パケットの再伝送であることを通知する値である“１”を記述して伝送する。
【００５１】
　次に、半永久的伝送資源割り当てメッセージ４１５を受信した携帯端末機１００は、Ｃ
ＲＣ演算結果を通じて自分に伝送された半永久的伝送資源割り当てメッセージであること
を確認する。その後、受信した半永久的伝送資源割り当てメッセージ４１５のＮＤＩフィ
ールド３１５を検索する。この時、ＮＤＩフィールド３１５の値が再伝送資源割り当てで
あることを通知する値である“１”なので、携帯端末機１００は、当該半永久的伝送資源
割り当てメッセージ４１５を再伝送資源割り当てメッセージとして判断する。これにより
、携帯端末機１００は、当該メッセージ４１５の資源ブロック割り当てフィールド３０５
を確認し、当該伝送資源を通じて再伝送パケット４２０を受信する。その後、再伝送パケ
ット４２０と以前に受信したパケット４１０を軟性結合するＨＡＲＱ動作を行う。
【００５２】
　その後、任意の時点に基地局２００が携帯端末機１００の半永久的伝送資源を変更しよ
うとする場合、基地局２００は、携帯端末機１００に変更しようとする半永久的伝送資源
に対する情報を有する半永久的伝送資源割り当てメッセージ４３０を伝送する。
【００５３】
　この時、半永久的伝送資源割り当てメッセージ４３０のＣＲＣフィールド３３５には、
ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを利用して行われたＣＲＣ演算結果が収納され、ＮＤＩフィールド
３１５には、半永久的伝送資源割り当てメッセージを指示する値である“０”を記述して
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伝送する。
【００５４】
　携帯端末機１００は、このような半永久的伝送資源割り当てメッセージ４３０を受信す
れば、ＮＤＩフィールド値“０”を通じて半永久的伝送資源割り当て用であることを把握
することができる。前記メッセージ４３０に収納された情報によって半永久的伝送資源を
割り当てられ、半永久的伝送資源割り当てメッセージ４３０が指示するところにより所定
の周期ごとに到来する半永久的伝送資源を通じて最初伝送パケット４３５を受信する。
【００５５】
　前述したように、本発明の実施例によれば、ＮＤＩフィールド３１５の値を通じて半永
久的伝送資源割り当てメッセージが半永久的伝送資源割り当て用であるか、それとも、再
伝送パケットの伝送資源を割り当て用であるかを明確に区分することができる。
【００５６】
　また、携帯端末機１００が再伝送パケットであるか否かを区分するために、別に更新す
べき“ＮＤＩ＿ＬＡＴＥＳＴ”のようなデータもない。したがって、無線通信システムの
正確性及び効率を高めることができる利点がある。
【００５７】
　以下、本発明の資源割り当て方法をさらに詳細に説明する。
【００５８】
　前述したように、本発明の実施例による半永久的伝送資源割り当てメッセージは、半永
久的伝送資源を割り当てるためのものと、半永久的伝送資源を通じて伝送したパケットの
再伝送のための伝送資源を割り当てるためのものがある。
【００５９】
　図５は、本発明の一実施例による資源割り当て方法の半永久的資源割り当て手続を示す
流れ図であり、図６は、本発明の一実施例による資源割り当て方法の再伝送資源割り当て
手続を示す流れ図である。
【００６０】
　本発明の実施例による基地局は、半永久的伝送資源割り当てメッセージを伝送する場合
、まず、伝送する半永久的伝送資源割り当てメッセージが、半永久的伝送資源を割り当て
るためのものであるか、あるいは、半永久的伝送資源を通じて伝送したパケットの再伝送
のための伝送資源を割り当てするためのものであるかを判断する。
【００６１】
　その後、前記判断結果、半永久的伝送資源割り当てメッセージが、半永久的伝送資源を
割り当てるためのものである場合、図５の過程を行う。一方、前記判断結果、半永久的伝
送資源割り当てメッセージが、半永久的伝送資源を通じて伝送したパケットの再伝送のた
めの伝送資源を割り当てするためのものなら、図６の過程を行う。
【００６２】
　図５を参照すれば、半永久的伝送資源を割り当てするために、基地局２００は、段階５
０５で、携帯端末機１００に割り当てようとする半永久的伝送資源情報を有する半永久的
伝送資源割り当てメッセージを構成する。この時、半永久的伝送資源に対する情報は、資
源ブロック割り当てフィールド３０５に記述される。
【００６３】
　その後、基地局２００は、段階５１０で、半永久的伝送資源割り当てメッセージのＮＤ
Ｉフィールド３１５の値を“０”に設定する。
【００６４】
　その後、基地局２００は、段階５１５で、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを利用してＣＲＣ演算
を行う。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを利用したＣＲＣを通じて特定端末を識別し、一般的な伝
送資源割り当てメッセージと半永久的伝送資源割り当てメッセージを区分することができ
る。
【００６５】
　次に、基地局２００は、段階５２０で、ＣＲＣ演算結果を半永久的伝送資源割り当てメ
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ッセージのＣＲＣフィールド３３５に記述する。
【００６６】
　次に、基地局２００は、段階５２５で、半永久的伝送資源割り当てメッセージをＰＤＣ
ＣＨを通じて伝送する。
【００６７】
　図５を参照して前述したように、基地局２００は、当該伝送資源割り当てメッセージが
半永久的伝送資源割り当てのためのメッセージであることを示すために、伝送資源割り当
てメッセージのＮＤＩフィールド３１５の値を“０”に設定する。
【００６８】
　これに対応して、既に割り当てられた半永久的伝送資源を通じて最初伝送したパケット
を再伝送しなければならない場合に、伝送資源割り当てのためのメッセージについて説明
する。
【００６９】
　端末１００に割り当てられた半永久的資源を利用して再伝送資源を割り当てる手続を図
６を参照して詳細に説明する。　
【００７０】
　ＨＡＲＱ　ＮＡＣＫメッセージが受信されれば、基地局は、前記ＨＡＲＱ　ＮＡＣＫメ
ッセージによって指示されるパケットを再伝送するための再伝送資源を割り当てる。
【００７１】
　図６を参照すれば、既に割り当てられた半永久的伝送資源を通じて最初伝送したパケッ
トを再伝送しなければならない場合、再伝送のための伝送資源を割り当てなければならな
い。このために、基地局２００は、段階６０５で、携帯端末機１００に再伝送するパケッ
トの再伝送資源に対する情報を有する半永久的伝送資源割り当てメッセージを構成する。
この時、再伝送資源に対する情報は、資源ブロック割り当てフィールド３０５に記述され
る。
【００７２】
　その後、基地局２００は、段階６１０で、半永久的伝送資源割り当てメッセージのＮＤ
Ｉフィールド３１５の値を“１”に設定する。
【００７３】
　その後、基地局２００は、段階６１５で、ＳＰＳ Ｃ－ＲＮＴＩを利用してＣＲＣ演算
を行う。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを利用したＣＲＣを通じて特定端末を識別し、一般的な伝
送資源割り当てメッセージと半永久的伝送資源割り当てメッセージを区分することができ
る。
【００７４】
　次に、基地局２００は、段階６２０で、ＣＲＣ演算結果を半永久的伝送資源割り当てメ
ッセージのＣＲＣフィールド３３５に記述する。
【００７５】
　次に、基地局２００は、段階６２５で、前述したＣＲＣ演算結果が含まれた半永久的伝
送資源割り当てメッセージをＰＤＣＣＨを通じて伝送する。
【００７６】
　前述したように、基地局は、半永久的伝送資源割り当てメッセージを伝送するにあたっ
て、半永久的伝送資源用と、再伝送用を区分して伝送する。
【００７７】
　次に、前述したような半永久的伝送資源割り当てメッセージを受信する携帯端末機１０
０の動作について説明する。図７は、本発明の実施例による資源割り当て方法の資源割り
当てメッセージ区分手続を示す流れ図である。
【００７８】
　図７で、携帯端末機１００が基地局２００との呼設定過程でＣ－ＲＮＴＩ及びＣＳＰＣ
－ＲＮＴＩを既に取得したものと仮定する。
【００７９】
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　図７を参照すれば、携帯端末機１００は、段階７０５で、ＰＤＣＣＨを監視する。すな
わち、携帯端末機１００は、段階７０５で、ＰＤＣＣＨを通じて特定メッセージを受信す
れば、受信した特定メッセージにＣ－ＲＮＴＩまたはＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩをマスキング
した後、ＣＲＣを行い、携帯端末機１００自分に伝送される伝送資源割り当てメッセージ
があるか否かを確認する。
【００８０】
　この時、段階７１０で、携帯端末機１００が携帯端末機１００自分の半永久的伝送資源
割り当てメッセージを受信すれば、携帯端末機１００は、段階７１５に進行する。ここで
、携帯端末機１００は、ＰＤＣＣＨを通じて一般的な伝送資源割り当てメッセージ及び半
永久的伝送資源割り当てメッセージを受信することができる。したがって、携帯端末機は
、段階７１０で自分のＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩが使用された半永久的伝送資源割り当てメッ
セージを受信すれば、携帯端末機１００は、段階７１５に進行する。
【００８１】
　前述したように、ＣＲＣ演算は、携帯端末機１００が受信した特定のメッセージに既に
取得した自分のＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩをマスキングし、マスキングした特定メッセージを
ＣＲＣする過程を言う。ＣＲＣ成功の場合は、ＣＲＣ演算結果、前記特定メッセージのＣ
ＲＣフィールド３３５の値が一致した場合を言う。
【００８２】
　ＣＲＣ成功の場合、携帯端末機１００は、段階７１５で、伝送資源割り当てメッセージ
のＮＤＩフィールド３１５を検索する。前述したように、ＮＤＩフィールド３１５の値が
“１”の場合、パケットの再伝送のための伝送資源割り当てメッセージであり、ＮＤＩフ
ィールド３１５の値が“０”である場合、半永久的伝送資源割り当てメッセージである。
【００８３】
　段階７１５の検索結果、ＮＤＩフィールド３１５の値が“１”なら、携帯端末機１００
は、段階７２０で、受信した半永久的伝送資源割り当てメッセージがパケットの再伝送資
源割り当てを示すメッセージであると判断する。これにより、携帯端末機１００は、段階
７２５で、前記メッセージが指示するＨＡＲＱプロセスに保存されているパケットと前記
伝送資源割り当てメッセージが指示するＰＤＳＣＨを通じて受信したパケットを軟性結合
するＨＡＲＱ動作を行う。
【００８４】
　一方、段階７１５の検索結果、ＮＤＩフィールド３１５の値が“０”なら、携帯端末機
１００は、段階７３０で、半永久的伝送資源割り当てメッセージが半永久的伝送資源割り
当て用メッセージであると判断する。これにより、携帯端末機１００は、段階７３５で、
半永久的伝送資源割り当てメッセージが指示する伝送資源を半永久的伝送資源に活性化す
る。すなわち、携帯端末機１００は、受信した半永久的伝送資源割り当てメッセージの伝
送資源割り当てフィールド３０５が指示する伝送資源を半永久的伝送資源割り当てメッセ
ージとする。この時、既に活性化した半永久的伝送資源がある場合、当該伝送資源を変更
する。
【００８５】
　次に、本発明の実施例による携帯端末機１００の概略的な構造について説明する。図８
は、本発明の実施例による携帯端末機の構成を説明するための図である。　
【００８６】
　図８を参照すれば、本発明の実施例による携帯端末機１００は、上位階層装置８０５、
ＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉｄ－Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）装置８
１０、半永久的（ＳＰＳ、ｓｅｍｉ　ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）伝
送資源制御部８２０、送受信部８２５及びＰＤＣＣＨ処理部８３０を備えて構成される。
【００８７】
　送受信部８２５は、無線チャネルを通じてデータを送受信するための装置である。特に
、送受信部８２５は、ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を通じてデータを送受信する。ＰＤＣＣＨを通じてデータを受信す
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れば、送受信部８２５は、ＰＤＣＣＨを通じて受信したデータをデコーディングし、ＰＤ
ＣＣＨ処理部８３０に伝達する。ここで、データは、半永久的伝送資源割り当てメッセー
ジを含む。
【００８８】
　ＰＤＣＣＨ処理部８３０は、送受信部８２５からデコーディングされた半永久的伝送資
源割り当てメッセージを伝達されれば、当該メッセージにＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩを各々マ
スキング（ｍａｓｋｉｎｇ）し、ＣＲＣ演算を行う。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、他の端末
と自分を区分する識別子であり、一般的な伝送資源割り当てメッセージと半永久的伝送資
源割り当てメッセージを区分するためのものである。すなわち、ＰＤＣＣＨ処理部８３０
は、ＣＲＣ演算を行い、当該メッセージが自分に伝送されたメッセージであるか否かを判
断し、半永久的伝送資源割り当てメッセージであることを認知することができる。ＰＤＣ
ＣＨ処理部８３０は、ＣＲＣ演算結果、エラーがないものと判断された半永久的伝送資源
割り当てメッセージを半永久的伝送資源制御部８２０に伝達する。
【００８９】
　半永久的伝送資源制御部８２０は、ＰＤＣＣＨ処理部が伝達した伝送資源割り当てメッ
セージのＮＤＩフィールド３１５を検査し、当該伝送資源割り当てメッセージが半永久的
伝送資源割り当てメッセージであるか、あるいは半永久的伝送資源に対する再伝送資源割
り当てメッセージであるかを区分する。この時、受信した半永久的伝送資源割り当てメッ
セージのＮＤＩフィールド３１５の値によって前述したメッセージを区分する。
【００９０】
　例えば、ＮＤＩフィールド３１５の値が“１”なら、半永久的伝送資源制御部８２０は
、受信した半永久的伝送資源割り当てメッセージがパケットの再伝送を示すメッセージで
あると判断し、ＨＡＲＱプロセスに保存されているパケットと前記伝送資源割り当てメッ
セージが指示する伝送資源を通じて受信したパケットを軟性結合するようにＨＡＲＱ装置
８１０を制御する。
【００９１】
　一方、ＮＤＩフィールド３１５の値が“０”なら、半永久的伝送資源制御部８２０は、
受信した半永久的伝送資源割り当てメッセージを半永久的伝送資源割り当て用メッセージ
として判断する。したがって、半永久的伝送資源割り当てメッセージが指示する伝送資源
を半永久的伝送資源に活性化する。すなわち、携帯端末機１００は、受信した半永久的伝
送資源割り当てメッセージの伝送資源割り当てフィールド３０５が指示する伝送資源を半
永久的伝送資源割り当てメッセージに活性化する。この時、既に活性化した半永久的伝送
資源がある場合、当該伝送資源を変更する。その後、半永久的伝送資源制御部８２０は、
活性化された半永久的伝送資源を通じてパケットを受信するように送受信部９２５を制御
する。
【００９２】
　ＨＡＲＱ装置８１０は、多数のＨＡＲＱプロセッサで構成され、ＨＡＲＱプロセス別に
ＨＡＲＱ動作を行う。すなわち、再伝送が行われたパケットに対して最初受信パケットと
再伝送パケットを軟性結合するなどのＨＡＲＱ動作を行う。
【００９３】
　上位階層装置８０５は、ＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）装置、ＰＤ
ＣＰ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）装置
及びＭＡＣの多重化装置などを含む。ＰＤＣＰ装置は、ＩＰヘッダーなどを圧縮するか復
元する機能を行う装置であり、ＲＬＣ装置は、ＰＤＣＰ　ＰＤＵを適切なサイズに再構成
するための装置であり、ＭＡＣの多重化装置は、多数のＭＡＣ　ＰＤＵを多重化及び逆多
重化するための装置である。
【００９４】
　次に、図９を参照して本発明の実施例による基地局２００について説明する。図９は、
本発明の実施例による基地局の構成を説明するための図である。
【００９５】
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　本発明の実施例による基地局２００は、上位階層装置９０５、ＨＡＲＱ装置９１０、送
受信部９２５、半永久的伝送資源制御部９２０、伝送資源割り当てメッセージ発生部９３
０及びスケジューラ９３５を備えて構成される。
【００９６】
　送受信部９２５は、ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を通じてデータを送受信する。ここで、送受信部９２５が送信する
データは、半永久的伝送資源割り当てメッセージを含む。
【００９７】
　伝送資源割り当てメッセージ発生部９３０は、スケジューラと半永久的伝送資源制御部
９２０の制御によって伝送資源割り当てメッセージを生成し、送受信部９２５に伝達する
。
【００９８】
　この時、スケジューラ９３５は、携帯端末機１００に伝送するデータの量、性格及び用
途などを考慮して携帯端末機１００に伝送資源を割り当てる。特に、スケジューラ９３５
は、半永久的伝送資源または再伝送資源などの伝送資源を各携帯端末機１００によって割
り当てる。スケジューラ９３５は、伝送資源を割り当てる携帯端末機１００の識別子と割
り当てる伝送資源の用途を考慮して伝送資源割り当てメッセージ発生部９３０が適切な伝
送資源割り当てメッセージを生成するように制御する。この時、スケジューラ９３５は、
半永久的伝送資源を割り当てるか、半永久的伝送資源を通じて伝送した最初のパケットに
対する再伝送のための伝送資源を割り当てる場合、これを半永久的伝送資源制御部９２０
に通知する。
【００９９】
　半永久的伝送資源制御部９２０は、半永久的伝送資源を割り当てる場合に、伝送資源割
り当てメッセージ発生部９３０が当該半永久的伝送資源メッセージのＮＤＩフィールド３
１５の値を“０”に設定するように制御する。その後、半永久的伝送資源制御部９２０は
、半永久的伝送資源を通じて割り当てた伝送資源の時点に当該伝送資源を通じてパケット
を伝送するように送受信部９２５を制御する。
【０１００】
　また、半永久的伝送資源制御部９２０は、半永久的伝送資源に対する再伝送のための伝
送資源が割り当てられる場合には、伝送資源割り当てメッセージ発生部９３０が当該半永
久的伝送資源メッセージのＮＤＩフィールド３１５の値を“１”に設定するように制御す
る。その後、半永久的伝送資源制御部９２０は、割り当てた伝送資源の時点に当該伝送資
源を通じて再伝送パケットを伝送するように送受信部９２５を制御する。
【０１０１】
　整理すれば、半永久的伝送資源制御部９２０は、割り当てられた伝送資源が半永久的伝
送資源であるかまたは再伝送資源であるかによって用途情報（ＮＤＩフィールドの値）を
設定するように伝送資源割り当てメッセージ発生部９３０を制御する。
【０１０２】
　また、半永久的伝送資源制御部９２０は、半永久的伝送資源用識別子（ＳＰＳ　Ｃ－Ｒ
ＮＴＩ）を利用してＣＲＣ演算を行い、演算結果を当該半永久的伝送資源メッセージのＣ
ＲＣフィールド３３５に含ませる。
【０１０３】
　ＨＡＲＱ装置９１０は、多数のＨＡＲＱプロセッサで構成され、ＨＡＲＱプロセス別に
ＨＡＲＱ動作を行う。すなわち、再伝送が行われたパケットに対して最初受信パケットと
再伝送パケットを軟性結合するなどのＨＡＲＱ動作を行う。
【０１０４】
　上位階層装置９０５は、ＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）装置、ＰＤ
ＣＰ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）装置
及びＭＡＣの多重化装置などを含む。ＰＤＣＰ装置は、ＩＰヘッダーなどを圧縮するかま
たは復元する機能を行う装置であり、ＲＬＣ装置は、ＰＤＣＰＰＤＵを適切なサイズに再
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構成する装置である。ＭＡＣの多重化装置は、多数のＭＡＣＰＤＵを多重化及び逆多重化
するための装置である。
【０１０５】
　一方、本明細書と図面に開示された本発明の実施例は、本発明の技術内容を容易に説明
し、本発明の理解を助けるために特定例を提示したものに過ぎず、本発明の範囲を限定し
ようとするものではない。
【符号の説明】
【０１０６】
　１０１　ＵＥ
　１１２　Ｅ－ＲＡＮ
　１２０　ＥＮＢ
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